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従業員 100 名規模の中小企業でもランサムウェア対策は必須です。むしろ 中小企業

こそ狙われやすい という現実があります。ここでは、次の観点を踏まえてまとめて

います。 

1. なぜ中小企業でも必要なのか 

2. 感染経路の実態 

3. 社員教育は「最重要」だが、それだけでは足りない理由 

4. 対策方法と適した製品（中小企業向けに現実的な選択肢） 

5. 「ウイルス対策」と「ランサムウェア対策」の違い 

 

��� 1. 中小企業でもランサムウェア対策が必要な

理由 

ランサムウェア被害は大企業だけの話ではありません。近年の傾向はむしろ逆で、 

「大企業ほどセキュリティが強くなったため、攻撃者が“弱いところ＝中小企業”

を狙い始めている」 

という構造があります。 

また、中小企業の被害の特徴は、 

 バックアップがなかったため業務停止が⾧期化 

 復旧費用が会社の経営を揺るがすレベルに膨れ上がった 

 情報漏えいによる損害賠償・信頼失墜 

など、“倒産リスク”に直結します。 



 

実際、中小企業白書でも「サイバー攻撃への備え不足とリスクの深刻化」は継続的

に指摘されています。 

 

뮂뮀뮁뮃 2. 感染経路はメールと Web だけではない 

主な感染経路 

 メール添付（最も多い） 

 メール内 URL のクリック 

 悪意ある Web サイト／広告（ドライブバイダウンロード） 

 VPN 装置への攻撃（パスワード使い回し・脆弱性放置） 

 リモートデスクトップ（RDP）の総当たり攻撃 

 社員 PC への USB 感染 

 業者・委託先経由の侵入（サプライチェーン攻撃） 

「ハッキングはレア」という認識は、実はもう昔の話で、 

VPN 装置・RDP の脆弱性攻撃は中小企業でも日常的に起きています。 

 

蘃蘄蘅 3. 社員教育は“最重要”。しかし教育だけでは守

り切れない 

社員教育は本当に重要です。 

攻撃の約 7～8 割は「人の操作ミス」から発生します。 

ただし、教育だけでは次の問題が残ります： 

 どれだけ教育してもミスは 0 にはならない 

 標的型攻撃メールは“本物と見分けがつかない” 

 社員が疲れている時間帯や繁忙期に引っかかりやすい 



 

 経営者・役員が一番騙されやすい（攻撃者が狙う） 

そのため、社員教育は「基礎」ですが、 

技術的対策と組み合わせることで初めて堅牢な防御になります。 

 

�� 4. 中小企業に現実的なランサムウェア対策

（負担が増えすぎない構成） 

✔ 最低限そろえるべき 5 つ 

① メールセキュリティ（必須） 

 不正添付・偽装メール・フィッシング URL のブロック 

 Microsoft 365 利用企業なら → Microsoft Defender for Office 365 がコスパ最

強 

② 次世代ウイルス対策（EDR） 

従来のウイルス対策は「既知のウイルスだけ」を検出。 

EDR は 振る舞い（怪しい動作）で止める ため、ランサムウェアに強い。 

中小企業の現実的な製品 

 Microsoft Defender for Endpoint 

 AppCheck 

 Trend Micro XDR 

 KeepEye 

③ PC・サーバーのバックアップ 

 ランサムウェアで暗号化されても“戻せる”ことが重要 

 Microsoft 365 のデータも念のため外部バックアップを推奨 

例： 



 

 Acronis Cyber Protect 

 Veeam 

 Backblaze 

④ VPN 装置・RDP の閉鎖または多要素認証（MFA）必須化 

 パスワード総当たりは毎日発生しています 

 外部公開の RDP は閉じるのが原則 

Microsoft 365 を中心にすれば Azure AD / Entra ID の MFA が簡単。 

⑤ 社員教育（年 1～2 回の訓練） 

 フィッシング模擬訓練 

 基本的なセキュリティ意識 

 権限の管理ルール 

Microsoft 365 なら 

**Attack Simulation Training（ATP 内機能）**で簡単に実施可。 

 

뮄뮅뮆 5. 「ウイルス対策」と「ランサムウェア対

策」はどう違うか？ 

種類 検知対象 対応できる攻撃 苦手な攻撃 

従来型ウイルス対策

（AV） 

既知のウイル

スパターン 
古いマルウェア 

新種のランサムウ

ェア、ゼロデイ 

次世代型（EDR/振

る舞い検知） 

不審な動作・

行動 

ランサムウェアの動

き、未知の攻撃 
設定不足／古い PC 

メールセキュリティ 
URL/添付ファ

イル 

フィッシング・標的

型攻撃 
社員の誤クリック 

バックアップ 関係なし 復旧 
攻撃自体は防げな

い 



 

つまり 

ランサムウェア対策は「ウイルス対策の強化版」＋「多層防御」 

という構成になります。 

 

껳껱껲 まとめ 

 社員教育は絶対に必要（基礎） 

 しかし教育だけでは「攻撃の巧妙さ」には勝てない 

 中小企業ほど「狙いやすい・対策が弱い」のでむしろ危険 

 最低限の多層防御（メール、EDR、バックアップ、MFA）が必須 

というのが現実的なラインです。 


